平成16年(ﾜ)第6101号，第9565号，第10152号，第10657号，第11061号，

第11648号，第13887号

原　告　 
被　告　 国
証拠申出書（１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００５年７月４日
東京地方裁判所　民事第１3部合議Ｂ係　御中
　　原告ら訴訟代理人
　　　　弁護士　　内田雅敏　ほか
　　　　　　　　
　

記

第１　人証の表示

１　住所　〒●●●●●

　●●●●●●●●●●●●●●●●

　　氏名　阿部　浩己　(国際法)

　　　　　（同行・尋問予定時間　約４０分）

２　住所　〒●●●●●

　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●

　　氏名　熊岡　路矢（日本ボランティアセンター（ＪＶＣ）の活動家）

　　　　　（同行・尋問予定時間　約４０分）

３　住所　〒●●●●●

　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●

　　氏名　渡邉　修孝（イラクに行った経験のあるジャーナリスト）

　　　　　（同行・尋問予定時間　約４０分）

４　住所　〒●●●●●

　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●

　　氏名　藤田　祐幸（劣化ウラン弾の研究）

　　　　　（同行・尋問予定時間　約４０分）

５　住所　〒●●●●●

　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●

　　証人　前田　哲男（軍縮・安全保障問題）　

（同行・尋問予定時間　約６０分）

６　住所　〒●●●●●

　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●

原告本人　鎌田 慧
（同行・尋問予定時間　約３０分）

第２　立証趣旨

　１　証人阿部浩己は国際法を専門とする学者であり、2002年3月20日に始まったアメリカによるイラク侵攻が国際法違反であることを立証する。

　２　証人熊岡路矢は、日本ボランティアセンターの一員として、イラクにおいて真の人道支援活動を行ってきた者であり、イラクの現状と人々の望む真に必要とされる支援を立証する。

　３　証人渡邉修孝はジャーナリストとしてイラクにおいて取材活動を行ってきた者であるが、イラクの現状及びアメリカによるイラク民衆に対する非人道的な行為について立証する。

　４　証人藤田祐幸は物理学者として、劣化ウラン弾がイラク民衆に使用されてきたことを調査し、又その影響について研究してきた者であるが、劣化ウラン弾がイラク民衆の健康を蝕み、国土を破壊してきたことを立証する。

　５　証人前田哲男は、安全保障の専門家であるが、自衛隊イラク派兵が日本の安全保障に資さず、逆に日本及び日本国民がテロ攻撃の対象とされたことを立証する。

　６　原告本人鎌田は、ルポライターとして長年にわたり人権、被抑圧者の権利問題などに取り組んできたが、自衛隊のイラク派兵によって自らが加害者の立場に立ってしまい、大変な苦痛を感じている。

第３　尋問事項

　　　別紙のとおり

　

尋　問　事　項

証　人　　阿　部　浩　己

１　証人の経歴、専攻

２　２００２年３月２０日、米英軍によるイラク攻撃は国連憲章上許されるものか否か

３　同じく、国際法上はどうか

４　米英軍によるイラク占領統治の国際法上の問題点

　

５　その他上記関連事項一切

尋　問　事　項

証　人　　熊　岡　路　矢
１　証人の経歴、活動

２　日本ボランティアセンター(ＪＶＣ)は、イラクでどのような活動をしてきたか

３　米英軍によるイラク攻撃後、イラクでのＮＧＯ活動はどうなったか

４　イラクの人々に対する真の人道支援とは

　

５　その他上記関連事項一切

尋　問　事　項

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　証　人　　渡　邉　修　孝

１　証人の経歴、活動

２　何故イラクに行ったのか

３　イラクで「人質」となった経緯

４　米英軍占領下のイラクの実態

　

５　その他上記関連事項一切

尋　問　事　項
　証　人　　藤　田　祐　幸

１　証人の経歴、専攻

２　劣化ウラン弾とは何か

３　イラクで劣化ウラン弾がどのように使われているか

４　オランダ軍撤退は、劣化ウラン弾と関係があるのか

　５　その他上記関連事項一切

尋　問　事　項

証　人　　前　田　哲　男

　
　１　証人の経歴、専攻

２　自衛隊と米軍との関係

３　自衛隊と米軍との共同行動

４　自衛隊はイラクで何をしているか

５　とりわけ、海上自衛隊、航空自衛隊は何をしているか

６　その他上記関連事項一切

尋　問　事　項

原告本人　　鎌　田　 　慧　
　１　原告の経歴、専門

２　米英軍によるイラク攻撃に日本の自衛隊が加担したことによって、日本はどのような立場になってしまったか

３　イラク派兵によって自身はどのような損害を蒙ったか

４　その他上記関連事項一切
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